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授業参観 情報モラル教室 ご参観ありがとうございました 

６月２６日(金)の授業参観・情報モラル教室には、ご多用の中、多くの保護者の皆様にご来校いただき、あり

がとうございました。 

授業参観では、子どもたちは保護者の皆様に見守られる中、一生懸命学習に取

り組んでいました。学校で頑張るお子さんの姿をご覧いただき、日頃の成長を感じ

ていただけたことと思います。 

また、情報モラル教室では、佐賀県警察本部の三浦様を講師にお迎えし、スマー

トフォンやインターネットと安全に付き合うために大切なことを学びました。講話で

は、実際に起こった事案や、インターネットに関するトラブルの現状を示す具体的な

数値を交えながらお話しいただき、情報モラルの重要性を改めて実感する内容とな

りました。便利で身近な情報機器だからこそ、正しい知識を身に付け、自分自身を

守る力を育てていくことの大切さについて、子どもたちだけでなく保護者の皆様に

も改めて考えていただく貴重な機会となりました。 

教室の最後には、情報機器の使い方やルールについて、お子さんと話し合っていただきました。ご家庭と学

校が力を合わせながら、子どもたちが安心して毎日を過ごし、安全に情報機器を活用できるよう見守っていき

たいと思います。引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

世界に一つだけの風鈴づくり 

６月２２日(月)、６年生が風鈴の絵付け体験をしました。子どもたちは白磁の風鈴

に思い思いの絵を描き、世界に一つだけの作品を仕上げました。 

今年度は、有田焼の絵付け師の圓田佳代さんにご指導いただきました。筆の運び

や色の使い方を教わりながら、５色の絵の具を使い、筆や綿棒で一つ一つ丁寧に絵

付けを行いました。 

完成した作品は、札ノ辻の「有田館」に展示され、観光客の皆様にもご覧いただく

予定です（展示期間：８月３１日まで）。お時間がありましたら、ぜひ足をお運びくださ

い。圓田さん、ご指導いただきありがとうございました。 

なお、当日の活動の様子は、ＮＨＫ、ＦＢＳ、ＫＢＣで放送されたほか、佐賀新聞、読売新聞にも掲載されました。

現在も、一部のメディアではホームページなどでご覧いただけます。また、有田ケーブルテレビでは放送中です。 

水泳学習がスタート！ 

６月２３日(火)から、「水あそび・水泳」の学習が始まりました。今年は有田スイミ

ングにご協力いただき、授業を実施しています。 

２４日に参観した際には、子どもたちが笑顔で意欲的に学習へ取り組む姿を見

ることができました。泳ぐことが得意な子もいれば、水に苦手意識をもつ子もいま

す。一人一人が自分の目標をもち、初日の自分より少しでも成長できるよう努力してほしいと思います。 

水泳学習は、楽しさや達成感を味わえる学習である一方、安全への配慮を怠ると重大な事故につながる危

険性があります。学校では、体育担当職員や学級担任が事前指導を行い、約束やきまりを確認した上で授業

を進めています。今後も子どもたちが安心して学習できるよう、安全管理を最優先に実施していきます。 
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土にふれ、思いを形に ― やきもの教室 

今年度も、ＰＴＡ伝統文化部の活動として、地域のやきもの先生をお迎えした「やきもの教室」が始まりまし

た。６月１８日に西原章さんが１年生、６月２５日に辻浩喜さんが５年生、６月２９日に村上邦彦さんと久美子さ

んが６年生、７月２日に辻拓眞さんが３年生、７月３日に青木正安さんが４年生を指導してくださいました。今後、

７月６日（月）に２年生が活動を行う予定です。 

子どもたちは、それぞれのテーマに合わせて事前に構想図を描き、「どんな作品にしようかな」と思いを膨ら

ませながら制作に臨みました。一人一人の発想は様々で、作品が次々と形になっていきました。制作中は、「も

う少しここを工夫したい」「思った形にならないな」と試行錯誤しながらも、先生方の温かなアドバイスを受け、

土の感触を楽しみながら作品を完成させました。完成した作品には、それぞれの個性や思いが生き生きと表れ

ており、子どもたちは創造する喜びと達成感を味わうことができました。 

地域の先生方とふれ合いながら、土という自然素材に親しむ本校ならではの体験は、豊かな感性や創造力

を育む貴重な学びとなりました。ご多用の中、ご指導いただいた先生方に心より感謝いたします。 

防煙教室で学んだタバコの害 

６月３０日(火)、６年生に防煙教室を実施しました。学校医の蒲地英之先生が、タバコの害について、クイズ

を交えながら詳しく話してくださいました。 

タバコには、およそ２００種類の体に悪い有害物質が含まれていることや、副流煙や

受動喫煙は喫煙者本人だけでなく、周囲の人にも大きな害を及ぼすことなど、子ども

たちにとって初めて耳にした言葉や内容もたくさんありました。また、タバコを吸ったと

きの体の変化を写真や映像で見ることで、タバコの害について理解を深めることがで

きました。 

大人になってからタバコを吸う人もいるかもしれません。しかし、今日の授業で学んだことを思い出し、自分

や周りの人の健康について考えるきっかけにしてくれたらと思います。 

 

 

 

 

 

給食を調べて食べ物の秘密を知ろう！ 

７月２日(木)、２年生で食育の授業がありました。この授業は毎年、栄養教諭の古川先生が各学年で実施

してくださっているものです。先日の授業参観では１年生にも行われました。 

２年生では、「給食を調べて、食べ物の秘密を知ろう」というテーマで学習しまし

た。子どもたちは、その日の給食の献立に使われている食材を確認し、それぞれの

食材が体にどのような働きをするのかを学びました。 

この日の給食では、子どもたちは好き嫌いがあっても、自分の体のことを考えな

がら食べてくれたのではないかと思います。 

【児童の感想】 

私は大人になって友達から「タバコを吸ってみない？」と言われたら、相手が傷つかないように断っ

たり、相手にも「やめてみない」と言ったりしようと思いました。（一部抜粋） 


